
疾
患
の
予
防
接
種
を
推
進
し
て
き
た
。

し
か
し
、
予
防
接
種
率
が
な
か
な
か
上

が
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
０
０
６

年
に
日
本
に
支
援
を
要
請
。
同
年
か
ら

J
I
C
A
の
協
力
で
、
５
歳
未
満
の
子

ど
も
の
死
亡
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い

た
ポ
リ
オ
を
含
む
感
染
症
に
対
す
る
予

防
接
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
。

　
対
象
地
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
国

境
を
接
す
る
ハ
イ
バ
ル
・
パ
フ
ト
ゥ
ン

ハ
ー
州
（
Ｋ
Ｐ
州
）
の
ハ
リ
プ
ー
ル
県
。

同
州
の
予
防
接
種
率
の
低
さ
の
背
景
に

は
、
山
間
部
な
ど
医
療
施
設
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
困
難
な
地
域
の
存
在
や
予
防
接

種
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
人
材
不
足
、

予
防
接
種
に
対
す
る
人
々
の
偏
見
、
女

性
を
取
り
巻
く
文
化
的
な
課
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
。
日
本
は
こ

の
地
域
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
加

え
、
国
連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）

や
ア
メ
リ
カ
の
財
団
法
人
「
ビ
ル
＆
メ

リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
」と
の
協
力
の
下
、

パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
調
達
や
そ
の
接
種
事
業
を
支
え
る

資
金
援
助
も
実
施
し
、
予
防
接
種
率
の

向
上
を
多
角
的
に
支
援
し
て
き
た
。

　
Ｋ
Ｐ
州
で
は
現
在
、
ハ
リ
プ
ー
ル
県

で
の
予
防
接
種
率
増
加
の
成
果
を
も
と

に
「
定
期
予
防
接
種
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
州
内
３
県

を
重
点
支
援
地
域
と
し
、
２
歳
以
下
の

子
ど
も
が
ポ
リ
オ
を
は
じ
め
と
す
る
10

の
感
染
症
に
対
す
る
７
種
の
定
期
予
防

接
種
、
計
6
回
を
す
べ
て
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
目
指
す
活
動
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
首
都
イ
ス
ラ
マ

バ
ー
ド
に
長
期
滞
在
す
る
J
I
C
A
専

門
家
の
総
括
の
下
、
異
な
る
分
野
を
担

当
す
る
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
一
時

滞
在
の
専
門
家
と
し
て
断
続
的
に
合
流

す
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
の
瀬
古
素
子
さ
ん
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
を
務
め
つ
つ
、
現

場
の
最
前
線
で
活
動
に
従
事
す
る
〝
プ

レ
イ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
〞
だ
。「
昨
年

10
月
に
マ
ン
セ
ラ
県
保
健
局
チ
ー
ム
に

同
行
し
、
電
気
も
水
道
も
な
い
ナ
ラ
ン

地
域
へ
の
巡
回
予
防
接
種
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
支
援
と
そ
の
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
標
高
２
４
０
０
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
地
域
に
点
在
す
る
村

に
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
に
は
、
幹
線
道

路
か
ら
徒
歩
で
谷
を
下
り
、
吊
り
橋
を

渡
っ
て
岩
肌
を
登
っ
て
い
く
他
あ
り
ま

せ
ん
。
彼
ら
が
巡
回
接
種
を
行
う
た
め

の
計
画
作
り
な
ど
を
通
し
て
、
住
民
が

医
療
施
設
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
困

難
な
地
域
に
も
、
確
実
に
予
防
接
種
を

届
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
」
と
瀬
古
さ
ん
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
州
の
保
健
局
の
下
、

レ
デ
ィ
・
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
（
Ｌ
Ｈ
Ｗ
）

と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
予
防
接
種
の
普
及
員
を
務
め

る
公
的
な
末
端
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

し
か
し
、
ナ
ラ
ン
地
域
に
は
Ｌ
Ｈ
Ｗ
が

配
置
さ
れ
て
い
な
い
上
、
電
波
も
届
か

な
い
。
さ
ら
に
、
文
字
を
読
め
る
人
も

少
な
い
た
め
、
ビ
ラ
な
ど
で
情
報
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
集
落
の
人
々
に

自
発
的
に
街
へ
出
て
予
防
接
種
を
受
け

て
も
ら
う
こ
と
は
至
難
の
業
だ
。
だ
か

ら
こ
そ
、
保
健
局
が
出
向
い
て
行
う
巡

回
サ
ー
ビ
ス
が
大
事
だ
が
、
州
や
国
に

は
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
政
策
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
成
果
や
教

訓
が
今
後
の
体
制
整
備
に
生
か
さ
れ
る

予
定
だ
と
い
う
。

　
瀬
古
さ
ん
は
、
集
落
に
辿
り
着
い
た

先
に
も
活
動
の
難
し
さ
が
あ
る
と
話
す
。

「
保
守
的
な
文
化
が
残
る
地
域
な
の
で
、

保
健
局
の
男
性
職
員
た
ち
が
家
々
を
訪

問
す
る
と
女
性
た
ち
は
姿
を
隠
し
て
し

ま
う
ん
で
す
。
で
も
、
山
道
で
遅
れ
を

取
っ
て
い
た
私
が
後
か
ら
到
着
す
る
と
、

妊
婦
や
妊
娠
可
能
年
齢
の
女
性
た
ち
が

姿
を
現
し
、
そ
こ
で
初
め
て
本
人
や
家

族
に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
説
得

で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。
ど
ん
な

に
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
も
、
彼
女
た
ち

と
そ
の
子
ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
登
っ
て
き

た
か
い
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
」

　
一
方
、
啓
発
活
動
を
担
当
す
る
植
木

光
さ
ん
は
、
株
式
会
社
タ
ッ
ク
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
籍
を
置
く
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
。「
予
防
接
種
率
の
低

さ
の
要
因
は
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
れ
ら

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
受
診
の
障
害
と

な
っ
て
い
ま
す
」
と
植
木
さ
ん
は
説
明

す
る
。
例
え
ば
、
女
性
の
行
動
制
限
が

厳
し
い
地
域
で
は
、
母
親
の
知
識
が
向

上
し
て
も
、
子
ど
も
に
予
防
接
種
を
受

け
さ
せ
る
か
ど
う
か
決
め
る
の
は
父
親

だ
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、

地
域
の
実
力
者
な
ど
か
ら
、 〝
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
と
病
気
に
な
り
や
す
い
〞

な
ど
の
間
違
っ
た
情
報
が
広
が
る
こ
と

も
あ
る
。

　「
私
の
役
割
は
、
そ
う
し
た
阻
害
要
因

を
分
析
し
て
、予
防
接
種
に
対
す
る
人
々

の
社
会
的
・
文
化
的
な
障
壁
を
取
り
除

く
啓
発
活
動
の
モ
デ
ル
を
作
り
、
そ
れ

を
関
係
機
関
が
実
施
し
て
い
け
る
よ
う

に
能
力
向
上
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
」。

そ
う
話
す
植
木
さ
ん
は
、
地
域
を
熟
知

し
た
現
地
の
N
G
O
や
行
政
機
関
と
連

携
を
図
っ
て
、
宗
教
指
導
者
や
部
族
長

な
ど
に
向
け
て
健
康
教
育
を
実
施
し
た

り
、
男
性
が
家
に
い
る
時
間
に
合
わ
せ

た
巡
回
予
防
接
種
活
動
を
計
画
し
た
り

す
る
な
ど
の
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
き

た
。
一
人
の
未
接
種
児
も
見
落
と
さ
な

い
た
め
に
は
、そ
う
し
た〝
地
域
を
知
る
〞

努
力
と
洞
察
力
が
不
可
欠
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
中
で
も
、

マ
ン
セ
ラ
県
で
行
っ
て
き
た
L
H
W
の

研
修
は
、
特
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て

い
る
。
彼
女
た
ち
の
多
く
は
、
母
子
に

予
防
接
種
を
推
奨
す
る
立
場
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
に
予
防
接
種
に
関

す
る
研
修
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
十

分
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
保
健
局

の
予
防
接
種
担
当
官
ら
が
講
師
と
な
り
、

３
日
間
の
研
修
を
県
内
各
地
で
実
施
。

予
防
接
種
の
意
義
や
ワ
ク
チ
ン
で
予
防

で
き
る
疾
患
の
知
識
、
予

防
接
種
推
奨
時
期
な
ど
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
接
種

の
技
術
指
導
も
行
っ
た
。

　
現
在
、
研
修
受
講
者
の

人
数
は
県
内
８
４
６
人
の

Ｌ
Ｈ
Ｗ
の
実
に
８
割
を
超

え
て
い
る
。
研
修
を
終
え

た
地
域
は
、
そ
う
で
な
い

地
域
と
比
較
し
て
、
よ
り

高
い
割
合
で
子
ど
も
た
ち

が
予
防
接
種
の
推
奨
時
期

に
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
受

診
に
来
て
い
る
と
い
い
、

知
識
を
身
に
付
け
た
Ｌ
Ｈ

Ｗ
た
ち
が
効
果
的
な
啓
発

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。

　「
彼
女
た
ち
は
、
血
圧

計
や
体
重
計
な
ど
の
入
っ

け
に
来
て
く
れ
ま
し
た
」
と
植
木
さ
ん
。

彼
女
た
ち
の
不
断
の
努
力
が
啓
発
活
動

に
果
た
す
役
割
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
K
P
州
は
２
０
１
６
年
か
ら
他
国
や

他
の
援
助
機
関
か
ら
の
資
金
援
助
を
得

て
、
公
立
保
健
施
設
に
配
置
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
や
医
師
な
ど
を
大
幅
に
追

加
採
用
し
、
予
防
接
種
サ
ー
ビ
ス
の
強

化
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
多
く
は
、
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
ば

か
り
で
あ
る
た
め
、
基
礎
的
な
予
防
接

種
の
技
術
か
ら
、
担
当
す
る
地
域
で
の

予
防
接
種
計
画
の
策
定
方
法
、
予
防
接

種
率
を
上
げ
る
た
め
の
啓
発
の
手
法
ま

で
、
幅
広
い
内
容
の
研
修
が
必
要
だ
。

　
そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
新
し

く
採
用
さ
れ
た
医
師
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

者
な
ど
７
０
０
人
以
上
に
予
防
接
種
の

技
能
研
修
を
実
施
し
た
。
瀬
古
さ
ん
は
、

「
研
修
で
知
識
や
技
術
を
伝
え
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
彼
ら
が
覚
え
た
こ

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
に

社
会
全
体
で
確
実
に
防
ぐ

未
接
種
児
を
探
し
て

道
無
き
道
を
行
く

地
域
を
知
り
粘
り
強
い
啓
発
で

信
頼
を
接
種
に
つ
な
げ
る

資
金
援
助
の

効
果
を
引
き
出
す
技
術
支
援

国
際
協
力
の
魅
力
は

十
人
十
色

特集
国際協力を担う人々

な
い
地
域
が
多
い
分
、
活
動
は
現
地
ス

タ
ッ
フ
の
目
と
耳
、
感
覚
が
頼
り
で
も

あ
り
ま
す
。
彼
ら
の
安
全
確
保
や
、
現

場
で
適
切
に
技
術
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
従
事
者
の
能
力
強
化

を
行
う
こ
と
も
私
の
役
割
で
す
」

　
瀬
古
さ
ん
は
、
国
際
協
力
の
仕
事
は

毎
日
が
発
見
や
驚
き
、
学
び
の
繰
り
返

し
だ
と
語
る
。
同
じ
感
染
症
分
野
で
も
、

国
、
課
題
、
メ
ン
バ
ー
が
異
な
れ
ば
、
常

に
新
鮮
な
刺
激
に
満
ち
て
い
る
か
ら
だ
。

一
方
、
植
木
さ
ん
が
実
感
し
て
い
る
の

は
、
国
際
協
力
は
相
互
扶
助
だ
と
い
う

こ
と
。
東
日
本
大
震
災
発
生
当
時
に
滞

在
し
て
い
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、

現
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
や
結
核

患
者
ま
で
も
が
「
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
」
と
気
遣
っ
て
く
れ
た
か
ら
だ
。

き
っ
と
、
国
際
協
力
に
携
わ
る
人
の
数

だ
け
、
魅
力
の
捉
え
方
が
あ
る
に
違
い

な
い
。
私
た
ち
は
多
様
な
人
の
力
を
結

集
し
て
初
め
て
、
社
会
を
動
か
し
、
人
々

を
健
康
か
つ
笑
顔
に
す
る
大
き
な
変
化

を
生
み
出
せ
る
の
だ
。

特集
国際協力を担う人々

う
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
こ
う
し

た
能
力
向
上
支
援
に
よ
っ
て
、
他
の
援

助
機
関
に
よ
る
資
金
援
助
の
効
果
も
最

大
限
に
引
き
出
す
活
動
が
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
強
み
で
も
あ
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
人

ス
タ
ッ
フ
11
人
は
、
安
全

上
の
理
由
で
日
本
人
の
訪

問
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
地

域
で
の
活
動
を
担
う
貴
重

な
存
在
だ
。
こ
う
し
た
環

境
下
で
の
活
動
を
統
括
す

る
瀬
古
さ
ん
は
、
自
身
の

役
割
を
こ
う
話
す
。「
日

本
か
ら
来
る
開
発
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
方
々
が
、
派

遣
期
間
内
に
最
大
限
に
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
な
一
方

で
、
日
本
人
が
訪
問
で
き

すべての子どもに予防接種を

ヘルスセンターを訪問した瀬古さん（左）。LHWによる家庭訪問記録
や啓発結果を見ながら、どのような活動の支援が接種率の向上につ
ながるか意見交換する。最前線の現場の意見を聞く貴重な機会だ 
（写真提供：朝日新聞社）

LHWの研修で、研修担当のローカルスタッフとグループワークの内容を確認する
植木さん（手前右）。植木さんはこれまで、カンボジアやアフガニスタンなど紛争地
域での活動に従事してきた。「困難な状況下でも人々が潜在的に持っている強さ
や相互扶助の力を学ばせてもらっている」と語る

機材の入ったバッグを抱えて、点在する集落
で啓発と予防接種活動を行うLHW。女性と
子どもたちが元気で暮らせる村にしたい――
その一心で山道を行く

学校での予防接種の啓発活動。予防接種
の重要性を学んだ子どもたちは、それを家族
に伝達してくれている。最前列の女の子は
将来医師になりたいと話す。未来を担う彼女
たちに期待したい

麻しんやジフテリアなど、ワクチン接種によって予防可能な疾患が近年も流行しているパキスタン。
すべての子どもが予防接種を受けられる社会を目指し、過酷な環境下で現地の関係者と協力しながら、

保健人材の能力強化や人々への啓発にまい進する、JICA専門家と開発コンサルタントの女性２人を追った。

山岳地帯・ナラン地域の巡回接種サービスに同
行する瀬古さん（左から５人目）。食事もお祈りの
休憩も取らずに８時間山道を歩く。女性の社会
進出が極端に少ない同地の活動では、紅一点
になることが多い。「日本人女性がプロジェクトに
関わることで、ジェンダーステレオタイプにも風を
吹き込むことができるかもしれない」と瀬古さん

KP州の2015年の予防接種の完全接種率はわずか53
％。複数回にわたってワクチン接種をする必要性を知ら
ない人も多く、啓発が重要だ

　　
１
９
６
０
年
、
日
本
で
ポ
リ
オ
が
大

流
行
し
た
。
風
邪
に
似
た
症
状
の
後
、

手
足
に
麻
痺
が
現
れ
る
感
染
症
で
、
日

本
で
は
小
児
麻
痺
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に
よ

り
事
態
は
収
束
し
、
そ
の
後
１
９
８
０

年
の
１
例
を
最
後
に
、
国
内
で
は
現
在

ま
で
野
生
の
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

新
た
な
患
者
は
出
て
い
な
い
。
そ
れ
で

も
今
な
お
、
予
防
接
種
法
の
下
、
日
本

で
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
が
実
施
さ
れ
る

の
は
、
旅
行
者
な
ど
を
通
し
て
海
外
か

ら
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
る
危
険
性

が
あ
る
か
ら
だ
。
自
分
自
身
を
守
る
と

と
も
に
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め

に
、
文
字
通
り
〝
す
べ
て
の
人
〞
が
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
は
現
在
も
ポ
リ
オ
が
発

生
し
て
い
る
数
少
な
い
国
だ
。
同
国
は

１
９
７
８
年
に
「
拡
大
予
防
接
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
開
始
し
、
以
来
、
ポ
リ
オ

を
は
じ
め
、
麻
し
ん
、
結
核
な
ど
10
の

LHWの研修で予防接種の仕方を学ぶ女性
たち。地域の母子保健を守る貴重な存在だ

From  Pakistan
パキスタン

瀬古 素子さん
●

●

プロジェクトでの役割
チーフアドバイザーとしてプロジェクトの
活動を率いる。現地政府に対する政策
提言や援助協調なども担当。

プロフィール
1998年に米国の大学院で女性学修
士号を取得。2000年にジュニア・プロ
フェッショナル・オフィサー（JPO）として
国連機関に派遣された後、正職員として
国連機関で勤務。07年から３年間、
JICA長期専門家としてザンビア派遣。
その後、再び国際機関での勤務を経
て、16年からJICA専門家としてパキス
タンに駐在。

ナラン地域。10月の巡回接種サービスでは68人のワクチン
未接種児を見つけ、接種を行った。巡回接種サービスの度
に新たな未接種児を発見することは、漏れなく予防接種す
ることの難しさを物語っている

ナラン地域の子どもたち

た
重
い
バ
ッ
グ
を
抱
え
て
、
山
岳
地
帯

や
真
夏
の
灼
熱
の
砂
漠
を
歩
き
、
一
軒

一
軒
回
っ
て
母
子
の
健
康
状
況
を
診
断

し
な
が
ら
、
予
防
接
種
の
重
要
性
を
伝

え
て
い
ま
す
。
あ
る
母

親
は
当
初
、
予
防
接
種

を
拒
否
し
て
い
ま
し
た

が
、
L
H
W
が
何
度
も

訪
問
し
て
根
気
良
く
説

明
を
続
け
た
こ
と
が
信

頼
の
獲
得
に
つ
な
が
り
、

子
ど
も
を
連
れ
て
片
道

２
時
間
か
け
て
Ｌ
Ｈ
Ｗ

と
一
緒
に
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
に
予
防
接
種
を
受

と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で

実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
ヘ
ル
ス

セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
び
、
改
善
指
導
を

行
っ
て
予
防
接
種
の
効
果
を
高
め
る
よ

8：00

11：00

14：30

17：00

13：00 

9：00 

↓

↓

↓

↓

イスラマバードのプロジェ
クトオフィスに出勤。メー
ルチェック

プロジェクトの3つのオフ
ィスをテレビ電話会議で
結び、情報共有と打ち合
わせ

業務調整専門家と予算
執行状況の確認

現地スタッフを昼のお祈
りに送り出した後にオフィ
スで昼食

予防接種分野の支援機
関・連邦政府と定期ミー
ティング

夜のうちに読むべき資料
をオフィスで印刷し、帰宅

ある日のスケジュール

ＪＩＣＡ専門家

●

●

プロジェクトでの役割
定期予防接種率を高めるための啓発活
動モデルを策定し、その実施を通じて現
地関係機関の能力向上を図ること。

プロフィール
看護師として10年間病院に勤務した
後、オーストラリアの大学でヘルスプロモ
ーションを学ぶ。その後、青年海外協力
隊（看護師隊員：スリランカ派遣）、国際
保健分野のNPO法人職員を経て、オラ
ンダで医療人類学の修士号を取得。20
10年以降、アフガニスタンとカンボジア
でJICA保健プロジェクトに携わり、17年
より現職。主任研究員として勤務する傍
ら、人間総合科学大学で非常勤講師と
して『看護国際協力論』を担当。

6：00

9：00

16：00

17：00

13：00 

8：00 

↓

↓

↓

↓

アボダバード出発。マン
セラ県研修実施ヘルス
センターに向かう

到着後、研修の準備

研修開始。講義やグルー
プワーク、実技支援などを
行う。ヘルスセンターの予
防接種実施状況をモニ
タリング

研修トレーナーやヘルス
センターのスタッフと昼食
を取りながら、研修や予
防接種活動の振り返り

研修終了。アボダバード
へ移動

到着。残務整理の後、
帰宅

ある日のスケジュール

開発コンサルタント

◯プロジェクト事務所の所在地

株式会社タック・インターナショナル

植木 光さん
ひかる

ま   
ひ

ペシャワール

アボダバード

イスラマバード

インド

ハイバル・パフトゥンハー州
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疾
患
の
予
防
接
種
を
推
進
し
て
き
た
。

し
か
し
、
予
防
接
種
率
が
な
か
な
か
上

が
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
０
０
６

年
に
日
本
に
支
援
を
要
請
。
同
年
か
ら

J
I
C
A
の
協
力
で
、
５
歳
未
満
の
子

ど
も
の
死
亡
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い

た
ポ
リ
オ
を
含
む
感
染
症
に
対
す
る
予

防
接
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
。

　
対
象
地
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
国

境
を
接
す
る
ハ
イ
バ
ル
・
パ
フ
ト
ゥ
ン

ハ
ー
州
（
Ｋ
Ｐ
州
）
の
ハ
リ
プ
ー
ル
県
。

同
州
の
予
防
接
種
率
の
低
さ
の
背
景
に

は
、
山
間
部
な
ど
医
療
施
設
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
困
難
な
地
域
の
存
在
や
予
防
接

種
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
人
材
不
足
、

予
防
接
種
に
対
す
る
人
々
の
偏
見
、
女

性
を
取
り
巻
く
文
化
的
な
課
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
。
日
本
は
こ

の
地
域
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
加

え
、
国
連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）

や
ア
メ
リ
カ
の
財
団
法
人
「
ビ
ル
＆
メ

リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
」と
の
協
力
の
下
、

パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
調
達
や
そ
の
接
種
事
業
を
支
え
る

資
金
援
助
も
実
施
し
、
予
防
接
種
率
の

向
上
を
多
角
的
に
支
援
し
て
き
た
。

　
Ｋ
Ｐ
州
で
は
現
在
、
ハ
リ
プ
ー
ル
県

で
の
予
防
接
種
率
増
加
の
成
果
を
も
と

に
「
定
期
予
防
接
種
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
州
内
３
県

を
重
点
支
援
地
域
と
し
、
２
歳
以
下
の

子
ど
も
が
ポ
リ
オ
を
は
じ
め
と
す
る
10

の
感
染
症
に
対
す
る
７
種
の
定
期
予
防

接
種
、
計
6
回
を
す
べ
て
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
目
指
す
活
動
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
首
都
イ
ス
ラ
マ

バ
ー
ド
に
長
期
滞
在
す
る
J
I
C
A
専

門
家
の
総
括
の
下
、
異
な
る
分
野
を
担

当
す
る
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
一
時

滞
在
の
専
門
家
と
し
て
断
続
的
に
合
流

す
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
の
瀬
古
素
子
さ
ん
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
を
務
め
つ
つ
、
現

場
の
最
前
線
で
活
動
に
従
事
す
る
〝
プ

レ
イ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
〞
だ
。「
昨
年

10
月
に
マ
ン
セ
ラ
県
保
健
局
チ
ー
ム
に

同
行
し
、
電
気
も
水
道
も
な
い
ナ
ラ
ン

地
域
へ
の
巡
回
予
防
接
種
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
支
援
と
そ
の
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
標
高
２
４
０
０
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
地
域
に
点
在
す
る
村

に
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
に
は
、
幹
線
道

路
か
ら
徒
歩
で
谷
を
下
り
、
吊
り
橋
を

渡
っ
て
岩
肌
を
登
っ
て
い
く
他
あ
り
ま

せ
ん
。
彼
ら
が
巡
回
接
種
を
行
う
た
め

の
計
画
作
り
な
ど
を
通
し
て
、
住
民
が

医
療
施
設
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
困

難
な
地
域
に
も
、
確
実
に
予
防
接
種
を

届
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
」
と
瀬
古
さ
ん
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
州
の
保
健
局
の
下
、

レ
デ
ィ
・
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
（
Ｌ
Ｈ
Ｗ
）

と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
予
防
接
種
の
普
及
員
を
務
め

る
公
的
な
末
端
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

し
か
し
、
ナ
ラ
ン
地
域
に
は
Ｌ
Ｈ
Ｗ
が

配
置
さ
れ
て
い
な
い
上
、
電
波
も
届
か

な
い
。
さ
ら
に
、
文
字
を
読
め
る
人
も

少
な
い
た
め
、
ビ
ラ
な
ど
で
情
報
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
集
落
の
人
々
に

自
発
的
に
街
へ
出
て
予
防
接
種
を
受
け

て
も
ら
う
こ
と
は
至
難
の
業
だ
。
だ
か

ら
こ
そ
、
保
健
局
が
出
向
い
て
行
う
巡

回
サ
ー
ビ
ス
が
大
事
だ
が
、
州
や
国
に

は
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
政
策
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
成
果
や
教

訓
が
今
後
の
体
制
整
備
に
生
か
さ
れ
る

予
定
だ
と
い
う
。

　
瀬
古
さ
ん
は
、
集
落
に
辿
り
着
い
た

先
に
も
活
動
の
難
し
さ
が
あ
る
と
話
す
。

「
保
守
的
な
文
化
が
残
る
地
域
な
の
で
、

保
健
局
の
男
性
職
員
た
ち
が
家
々
を
訪

問
す
る
と
女
性
た
ち
は
姿
を
隠
し
て
し

ま
う
ん
で
す
。
で
も
、
山
道
で
遅
れ
を

取
っ
て
い
た
私
が
後
か
ら
到
着
す
る
と
、

妊
婦
や
妊
娠
可
能
年
齢
の
女
性
た
ち
が

姿
を
現
し
、
そ
こ
で
初
め
て
本
人
や
家

族
に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
説
得

で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。
ど
ん
な

に
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
も
、
彼
女
た
ち

と
そ
の
子
ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
登
っ
て
き

た
か
い
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
」

　
一
方
、
啓
発
活
動
を
担
当
す
る
植
木

光
さ
ん
は
、
株
式
会
社
タ
ッ
ク
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
籍
を
置
く
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
。「
予
防
接
種
率
の
低

さ
の
要
因
は
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
れ
ら

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
受
診
の
障
害
と

な
っ
て
い
ま
す
」
と
植
木
さ
ん
は
説
明

す
る
。
例
え
ば
、
女
性
の
行
動
制
限
が

厳
し
い
地
域
で
は
、
母
親
の
知
識
が
向

上
し
て
も
、
子
ど
も
に
予
防
接
種
を
受

け
さ
せ
る
か
ど
う
か
決
め
る
の
は
父
親

だ
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、

地
域
の
実
力
者
な
ど
か
ら
、 〝
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
と
病
気
に
な
り
や
す
い
〞

な
ど
の
間
違
っ
た
情
報
が
広
が
る
こ
と

も
あ
る
。

　「
私
の
役
割
は
、
そ
う
し
た
阻
害
要
因

を
分
析
し
て
、予
防
接
種
に
対
す
る
人
々

の
社
会
的
・
文
化
的
な
障
壁
を
取
り
除

く
啓
発
活
動
の
モ
デ
ル
を
作
り
、
そ
れ

を
関
係
機
関
が
実
施
し
て
い
け
る
よ
う

に
能
力
向
上
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
」。

そ
う
話
す
植
木
さ
ん
は
、
地
域
を
熟
知

し
た
現
地
の
N
G
O
や
行
政
機
関
と
連

携
を
図
っ
て
、
宗
教
指
導
者
や
部
族
長

な
ど
に
向
け
て
健
康
教
育
を
実
施
し
た

り
、
男
性
が
家
に
い
る
時
間
に
合
わ
せ

た
巡
回
予
防
接
種
活
動
を
計
画
し
た
り

す
る
な
ど
の
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
き

た
。
一
人
の
未
接
種
児
も
見
落
と
さ
な

い
た
め
に
は
、そ
う
し
た〝
地
域
を
知
る
〞

努
力
と
洞
察
力
が
不
可
欠
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
中
で
も
、

マ
ン
セ
ラ
県
で
行
っ
て
き
た
L
H
W
の

研
修
は
、
特
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て

い
る
。
彼
女
た
ち
の
多
く
は
、
母
子
に

予
防
接
種
を
推
奨
す
る
立
場
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
に
予
防
接
種
に
関

す
る
研
修
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
十

分
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
県
保
健
局

の
予
防
接
種
担
当
官
ら
が
講
師
と
な
り
、

３
日
間
の
研
修
を
県
内
各
地
で
実
施
。

予
防
接
種
の
意
義
や
ワ
ク
チ
ン
で
予
防

で
き
る
疾
患
の
知
識
、
予

防
接
種
推
奨
時
期
な
ど
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
接
種

の
技
術
指
導
も
行
っ
た
。

　
現
在
、
研
修
受
講
者
の

人
数
は
県
内
８
４
６
人
の

Ｌ
Ｈ
Ｗ
の
実
に
８
割
を
超

え
て
い
る
。
研
修
を
終
え

た
地
域
は
、
そ
う
で
な
い

地
域
と
比
較
し
て
、
よ
り

高
い
割
合
で
子
ど
も
た
ち

が
予
防
接
種
の
推
奨
時
期

に
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
受

診
に
来
て
い
る
と
い
い
、

知
識
を
身
に
付
け
た
Ｌ
Ｈ

Ｗ
た
ち
が
効
果
的
な
啓
発

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。

　「
彼
女
た
ち
は
、
血
圧

計
や
体
重
計
な
ど
の
入
っ

け
に
来
て
く
れ
ま
し
た
」
と
植
木
さ
ん
。

彼
女
た
ち
の
不
断
の
努
力
が
啓
発
活
動

に
果
た
す
役
割
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
K
P
州
は
２
０
１
６
年
か
ら
他
国
や

他
の
援
助
機
関
か
ら
の
資
金
援
助
を
得

て
、
公
立
保
健
施
設
に
配
置
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
や
医
師
な
ど
を
大
幅
に
追

加
採
用
し
、
予
防
接
種
サ
ー
ビ
ス
の
強

化
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
多
く
は
、
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
ば

か
り
で
あ
る
た
め
、
基
礎
的
な
予
防
接

種
の
技
術
か
ら
、
担
当
す
る
地
域
で
の

予
防
接
種
計
画
の
策
定
方
法
、
予
防
接

種
率
を
上
げ
る
た
め
の
啓
発
の
手
法
ま

で
、
幅
広
い
内
容
の
研
修
が
必
要
だ
。

　
そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
新
し

く
採
用
さ
れ
た
医
師
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

者
な
ど
７
０
０
人
以
上
に
予
防
接
種
の

技
能
研
修
を
実
施
し
た
。
瀬
古
さ
ん
は
、

「
研
修
で
知
識
や
技
術
を
伝
え
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
彼
ら
が
覚
え
た
こ

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
に

社
会
全
体
で
確
実
に
防
ぐ

未
接
種
児
を
探
し
て

道
無
き
道
を
行
く

地
域
を
知
り
粘
り
強
い
啓
発
で

信
頼
を
接
種
に
つ
な
げ
る

資
金
援
助
の

効
果
を
引
き
出
す
技
術
支
援

国
際
協
力
の
魅
力
は

十
人
十
色

特集
国際協力を担う人々

な
い
地
域
が
多
い
分
、
活
動
は
現
地
ス

タ
ッ
フ
の
目
と
耳
、
感
覚
が
頼
り
で
も

あ
り
ま
す
。
彼
ら
の
安
全
確
保
や
、
現

場
で
適
切
に
技
術
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
従
事
者
の
能
力
強
化

を
行
う
こ
と
も
私
の
役
割
で
す
」

　
瀬
古
さ
ん
は
、
国
際
協
力
の
仕
事
は

毎
日
が
発
見
や
驚
き
、
学
び
の
繰
り
返

し
だ
と
語
る
。
同
じ
感
染
症
分
野
で
も
、

国
、
課
題
、
メ
ン
バ
ー
が
異
な
れ
ば
、
常

に
新
鮮
な
刺
激
に
満
ち
て
い
る
か
ら
だ
。

一
方
、
植
木
さ
ん
が
実
感
し
て
い
る
の

は
、
国
際
協
力
は
相
互
扶
助
だ
と
い
う

こ
と
。
東
日
本
大
震
災
発
生
当
時
に
滞

在
し
て
い
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、

現
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
や
結
核

患
者
ま
で
も
が
「
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
」
と
気
遣
っ
て
く
れ
た
か
ら
だ
。

き
っ
と
、
国
際
協
力
に
携
わ
る
人
の
数

だ
け
、
魅
力
の
捉
え
方
が
あ
る
に
違
い

な
い
。
私
た
ち
は
多
様
な
人
の
力
を
結

集
し
て
初
め
て
、
社
会
を
動
か
し
、
人
々

を
健
康
か
つ
笑
顔
に
す
る
大
き
な
変
化

を
生
み
出
せ
る
の
だ
。

特集
国際協力を担う人々

う
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
こ
う
し

た
能
力
向
上
支
援
に
よ
っ
て
、
他
の
援

助
機
関
に
よ
る
資
金
援
助
の
効
果
も
最

大
限
に
引
き
出
す
活
動
が
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
強
み
で
も
あ
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
人

ス
タ
ッ
フ
11
人
は
、
安
全

上
の
理
由
で
日
本
人
の
訪

問
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
地

域
で
の
活
動
を
担
う
貴
重

な
存
在
だ
。
こ
う
し
た
環

境
下
で
の
活
動
を
統
括
す

る
瀬
古
さ
ん
は
、
自
身
の

役
割
を
こ
う
話
す
。「
日

本
か
ら
来
る
開
発
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
方
々
が
、
派

遣
期
間
内
に
最
大
限
に
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
な
一
方

で
、
日
本
人
が
訪
問
で
き

すべての子どもに予防接種を

ヘルスセンターを訪問した瀬古さん（左）。LHWによる家庭訪問記録
や啓発結果を見ながら、どのような活動の支援が接種率の向上につ
ながるか意見交換する。最前線の現場の意見を聞く貴重な機会だ 
（写真提供：朝日新聞社）

LHWの研修で、研修担当のローカルスタッフとグループワークの内容を確認する
植木さん（手前右）。植木さんはこれまで、カンボジアやアフガニスタンなど紛争地
域での活動に従事してきた。「困難な状況下でも人々が潜在的に持っている強さ
や相互扶助の力を学ばせてもらっている」と語る

機材の入ったバッグを抱えて、点在する集落
で啓発と予防接種活動を行うLHW。女性と
子どもたちが元気で暮らせる村にしたい――
その一心で山道を行く

学校での予防接種の啓発活動。予防接種
の重要性を学んだ子どもたちは、それを家族
に伝達してくれている。最前列の女の子は
将来医師になりたいと話す。未来を担う彼女
たちに期待したい

麻しんやジフテリアなど、ワクチン接種によって予防可能な疾患が近年も流行しているパキスタン。
すべての子どもが予防接種を受けられる社会を目指し、過酷な環境下で現地の関係者と協力しながら、

保健人材の能力強化や人々への啓発にまい進する、JICA専門家と開発コンサルタントの女性２人を追った。

山岳地帯・ナラン地域の巡回接種サービスに同
行する瀬古さん（左から５人目）。食事もお祈りの
休憩も取らずに８時間山道を歩く。女性の社会
進出が極端に少ない同地の活動では、紅一点
になることが多い。「日本人女性がプロジェクトに
関わることで、ジェンダーステレオタイプにも風を
吹き込むことができるかもしれない」と瀬古さん

KP州の2015年の予防接種の完全接種率はわずか53
％。複数回にわたってワクチン接種をする必要性を知ら
ない人も多く、啓発が重要だ

　　
１
９
６
０
年
、
日
本
で
ポ
リ
オ
が
大

流
行
し
た
。
風
邪
に
似
た
症
状
の
後
、

手
足
に
麻
痺
が
現
れ
る
感
染
症
で
、
日

本
で
は
小
児
麻
痺
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に
よ

り
事
態
は
収
束
し
、
そ
の
後
１
９
８
０

年
の
１
例
を
最
後
に
、
国
内
で
は
現
在

ま
で
野
生
の
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

新
た
な
患
者
は
出
て
い
な
い
。
そ
れ
で

も
今
な
お
、
予
防
接
種
法
の
下
、
日
本

で
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
が
実
施
さ
れ
る

の
は
、
旅
行
者
な
ど
を
通
し
て
海
外
か

ら
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
る
危
険
性

が
あ
る
か
ら
だ
。
自
分
自
身
を
守
る
と

と
も
に
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め

に
、
文
字
通
り
〝
す
べ
て
の
人
〞
が
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
は
現
在
も
ポ
リ
オ
が
発

生
し
て
い
る
数
少
な
い
国
だ
。
同
国
は

１
９
７
８
年
に
「
拡
大
予
防
接
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
開
始
し
、
以
来
、
ポ
リ
オ

を
は
じ
め
、
麻
し
ん
、
結
核
な
ど
10
の

LHWの研修で予防接種の仕方を学ぶ女性
たち。地域の母子保健を守る貴重な存在だ

From  Pakistan
パキスタン

瀬古 素子さん
●

●

プロジェクトでの役割
チーフアドバイザーとしてプロジェクトの
活動を率いる。現地政府に対する政策
提言や援助協調なども担当。

プロフィール
1998年に米国の大学院で女性学修
士号を取得。2000年にジュニア・プロ
フェッショナル・オフィサー（JPO）として
国連機関に派遣された後、正職員として
国連機関で勤務。07年から３年間、
JICA長期専門家としてザンビア派遣。
その後、再び国際機関での勤務を経
て、16年からJICA専門家としてパキス
タンに駐在。

ナラン地域。10月の巡回接種サービスでは68人のワクチン
未接種児を見つけ、接種を行った。巡回接種サービスの度
に新たな未接種児を発見することは、漏れなく予防接種す
ることの難しさを物語っている

ナラン地域の子どもたち

た
重
い
バ
ッ
グ
を
抱
え
て
、
山
岳
地
帯

や
真
夏
の
灼
熱
の
砂
漠
を
歩
き
、
一
軒

一
軒
回
っ
て
母
子
の
健
康
状
況
を
診
断

し
な
が
ら
、
予
防
接
種
の
重
要
性
を
伝

え
て
い
ま
す
。
あ
る
母

親
は
当
初
、
予
防
接
種

を
拒
否
し
て
い
ま
し
た

が
、
L
H
W
が
何
度
も

訪
問
し
て
根
気
良
く
説

明
を
続
け
た
こ
と
が
信

頼
の
獲
得
に
つ
な
が
り
、

子
ど
も
を
連
れ
て
片
道

２
時
間
か
け
て
Ｌ
Ｈ
Ｗ

と
一
緒
に
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
に
予
防
接
種
を
受

と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で

実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
ヘ
ル
ス

セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
び
、
改
善
指
導
を

行
っ
て
予
防
接
種
の
効
果
を
高
め
る
よ

8：00

11：00

14：30

17：00

13：00 

9：00 

↓

↓

↓

↓

イスラマバードのプロジェ
クトオフィスに出勤。メー
ルチェック

プロジェクトの3つのオフ
ィスをテレビ電話会議で
結び、情報共有と打ち合
わせ

業務調整専門家と予算
執行状況の確認

現地スタッフを昼のお祈
りに送り出した後にオフィ
スで昼食

予防接種分野の支援機
関・連邦政府と定期ミー
ティング

夜のうちに読むべき資料
をオフィスで印刷し、帰宅

ある日のスケジュール

ＪＩＣＡ専門家

●

●

プロジェクトでの役割
定期予防接種率を高めるための啓発活
動モデルを策定し、その実施を通じて現
地関係機関の能力向上を図ること。

プロフィール
看護師として10年間病院に勤務した
後、オーストラリアの大学でヘルスプロモ
ーションを学ぶ。その後、青年海外協力
隊（看護師隊員：スリランカ派遣）、国際
保健分野のNPO法人職員を経て、オラ
ンダで医療人類学の修士号を取得。20
10年以降、アフガニスタンとカンボジア
でJICA保健プロジェクトに携わり、17年
より現職。主任研究員として勤務する傍
ら、人間総合科学大学で非常勤講師と
して『看護国際協力論』を担当。

6：00

9：00

16：00

17：00

13：00 

8：00 

↓

↓

↓

↓

アボダバード出発。マン
セラ県研修実施ヘルス
センターに向かう

到着後、研修の準備

研修開始。講義やグルー
プワーク、実技支援などを
行う。ヘルスセンターの予
防接種実施状況をモニ
タリング

研修トレーナーやヘルス
センターのスタッフと昼食
を取りながら、研修や予
防接種活動の振り返り

研修終了。アボダバード
へ移動

到着。残務整理の後、
帰宅

ある日のスケジュール

開発コンサルタント

◯プロジェクト事務所の所在地

株式会社タック・インターナショナル

植木 光さん
ひかる

ま   

ひ

ペシャワール
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